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研究成果の概要（和文）： 
愛知県岡崎市において敬語使用と敬語意識に関する定点・経年の第３次臨地調査を実施し、

第１次調査（1953 年度）及び第２次調査（1972 年度）以後の変化の姿を把握した。例えば、

家庭内での敬語使用の減少、場面や相手に応じて敬語を使い分ける意識の増大などを捉えた。

併せて、方言敬語の資料や談話資料の収集・分析、経年調査データに基づく変化予測の理論・

方法の開拓についても成果を挙げた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The third survey in the framework of a longitudinal sociolinguistic study， 
was conducted in 2008 in Okazaki City, Aichi Pref., Japan, following the previous 
surveys conducted 35 years and 55 years earlier. The survey aims to answer the 
following questions; How has the usage of honorific expressions changed in the city 
over a half century?  What are the conditions of changes in the use and awareness of 
honorifics?   

We observed explicit changes，such as a decrease in use of honorifics in 
private family settings and an increased awareness of switching and suiting one’s 
honorific expressions to the listeners or the referents. On the base of the data obtained 
from the surveys，we have revised and extended our databases for the longitudinal 
sociolinguistic studies on the honorific expressions in Japanese language.  
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１．研究開始当初の背景 
 敬語の使用と敬語についての意識の在り
方は、日本語の実態や歴史を把握したり国語
施策・国語教育施策を立案したりする上で重
要な論点である。また、人口移動の活発化、
地域社会の変容、家族構成の変化、高度情報
化など激しく変化する現代社会においては、
敬語・敬語意識について静態的な情報として
ではなく、社会変化の中での動態として把握
することが不可欠である。 
こうした課題意識に基づいて、国立国語研

究所はすでに 1953（昭和 28）年度及び 1972
（昭和 47）年度の二度、愛知県岡崎市におい
て大規模な定点・経年の臨地調査を実施し、
敬語使用の多様化、敬語選択要因や敬語意識
の変化を把握した。このような定点・経年の
大規模言語調査は世界的に稀な事例である。 
本研究を企画・開始した時点では、第１次

調査から約半世紀、第２次調査から 35 年を
経ていた。この実時間の経過を踏まえて第３
次調査を実施し、敬語と敬語意識の変化・不
変化を把握することが、学界等において強く
期待されていた。 
 
２．研究の目的 
 以下の目的を掲げた。 
(1) 1953 年度以降、国立国語研究所が岡崎市

で二度にわたって実施している定点・経年
調査（前項）の第３次調査を実施すること
によって、第１次調査以後半世紀の間の敬
語・敬語意識の変容を把握する。 

(2) 得られた調査データに基づいて、現代日
本の地域社会における敬語使用・敬語意識
の実態を記述するとともに、言語の変化と
将来予測に関する実証的な研究を行う。 

(3) 方言敬語や日常談話の録音資料、市街の
文字景観等、調査地の敬語や言語生活に関
連する各種言語資料を収集・分析する。 

(4) 得られた各種の調査データや分析結果を
将来の経年調査実施に向けてデータベー
ス化する。 

 
３．研究の方法 
 以下の各種臨地調査を実施し、得られた調
査データの分析を通じて、前項の目的を達成
することを目指した。臨地調査は、調査会社
等に委託するのではなく、本研究の代表者・
分担者・連携研究者・研究協力者が分担・協
力して直接行った。 
(1) 経年調査 
 愛知県岡崎市での定点第３次調査として、

次の２種類の臨地調査を行った。質問の趣
旨や内容は原則として前２回と同一。 

①パネル調査（同一人物への反復調査） 
第１次・第２次の各調査の回答者で現住
地の判明した岡崎市民（145 名）への個
別面接調査およびアンケート調査。有効
回答者数 82 名（56.5%）。 

②継続調査（無作為抽出した市民への調
査） 
前２回はそれぞれ 400人を住民基本台帳
から無作為抽出して対象にした。今回は、
新たに選んだ 600人を対象にした個別面
接調査とアンケート調査。有効回答者
306名（51％）。 

(2) 基盤調査 
 経年調査の関心事である岡崎市の敬語や

敬語使用に関する基盤的・発展的な情報を
求めて次の調査や資料収集を行った。 
①岡崎地域の方言敬語や敬語意識を記述
するための面接調査 

②方言敬語に焦点をしぼった会話録音収
録 

③言語場面での敬語使用についての詳細
な意識を問うグループインタビュー 

(3) 新規関連調査 
 岡崎市民の言語生活・言語行動を観察記述

する目的で次の調査を行った。 
①街頭で道を尋ねる言語行動の録音録画 
②市民の日常的な座談会話の録音録画 
③街頭の文字を観察記録する景観文字調
査 

(4) 調査データの電子化、録音資料の文字化
とそれらのデータベース化 

 上記の各調査、特に(1)経年調査で得た
調査データは大量であるが、研究期間内に
基本的な電子化・録音文字化を完了しデー
タベース化を行った。今回の分析研究に利
用するとともに、将来さらに実施すべき定
点経年調査に向けた保存蓄積を図った。 

 
４．研究成果 
本「研究成果報告書」作成段階で得られて

いる研究成果から主な三つを選び、以下に
(1)～(3)として挙げる。なお、これらの内容
を含む成果報告印刷物として『敬語と敬語意
識－愛知県岡崎市における第三次調査』（全 4
冊。2010年 3月。非売 品）を作成した。また、
各調査により得たデータ・録音資料等の分析
は今後とも継続する。 
 

(1) 本研究の主要調査である経年調査から、 
敬語使用意識の経年変化が把握できた。 

複数の質問項目の回答状況を重ね合わ
せると、例えば「場面や相手によって敬語
や言葉遣いを選択し使い分ける」方向への



大きな変化が指摘できる。 
①「人称代名詞は時や場合によって使い分

ける方がよい」とする意見が大部分の年
齢層で増加を続けている（図１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 人称代名詞を使い分けた方がいい 

 
②家庭内の年長者等に「敬語を使うべき

だ」という敬語使用意識は、全年齢層で
減少を続けている（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 家の中でも年長者には 

敬語を使うべきだ 

 
③家庭内での敬語使用について「時や場合

や相手による」という意見が第３次調査
において目立って増えた（図３）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図３ 家の中で年長者に敬語は 

 
(2) 経年調査で得たデータを解析する手法に 

ついて、理論的・方法論的な展開を見た。
例えば次の二つは、今回の調査データだけ
でなく、他の言語調査データ等に広く活用
できる可能性を持っている。 

①敬語使用意識についての経年調査データ

を多重ロジスティック回帰分析に投入す
ることによって、過去の経年変化状況から
多変量Ｓ字カーブを想定した将来の変化
を予測できるとする理論的・実証的な提案
ができた（横山・朝日・真田 2008等）。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図４ 身内敬語意識の変化予測 

 

図４は、３回の調査それぞれで「家の中
で年長者に敬語を使うべきだ」とした回答
の生年別推移について、調査実測値と多変
量Ｓ字カーブによる予測値とを示してい
る。第３次のデータは本調査に先行させた
予備的 Web調査のものである。 
 この研究は、経年変化を跡付けるデータ
から将来変化を予測する情報を導き出す
方法を積極的に提案して、言語変化研究の
展開に貢献した。当該論文は 2009 年度社
会言語科学会徳川宗賢賞を受賞した。 
 

②敬語表現形式の分析手法の再構築 
  第１次・第２次調査の分析では、回答デ

ータの分析手法として「敬語形式の段階付
け」を用いた。この手法は、具体的な回答
文を基準に沿って丁寧度で段階付けする
もので、その段階の数値が敬語使用や敬語
意識との関連を解析する際に活用された。 
過去２回で用いた詳細な基準は明示的

には報告されていなかったので、今回、過
去２回のデータを改めて精査して基準を
抽出する分析を行い、下図のような基準
（段階付けのルール。図中の数字が丁寧度
の段階点）を抽出することに成功した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 段階付けのルール 
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この研究により、過去２回の回答データ
について、一貫性のある基準を堅持して丁
寧度を判定していたことを確認するとと
もに、第３次調査の回答データ、あるいは
同種の敬語調査データを同様の手法や枠
組みで解析する基盤を改めて構築するこ
とができた。 

 
(3) 岡崎市における方言敬語の使用と使用

意識、共通語との併用意識等に関する現状
についての具体的な情報を得た。 

例えば、①個人による敬語使用の多様性、
②尊敬表現（オ行キタ、行カシタ等）の衰
退と「～テミエル」の定着の過程、③丁寧
語（マス）の重要性などについて、最新の
情報を得た。これらは、経年調査の今後の
分析にも不可欠な役割を果たす貴重なも
のである。 
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